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⑦'一③解廼

占拠世代2世は鴎を面白くできるか？
略歴（かとう てつろう）
'947年、岩手県生まれ。一橋大学社会学部教授。東京大学法学部卒業。政治学、国家論、比
較政治専攻。名古屋大学助手、一橋大学講師、助教授を経て89年から現職。この間、英国エ
セックス大学、米国スタンフォード大学・ハーバード大学各客員研究員。
<主な著害＞r社会と国家』r戦後意職の変貌』(岩波害店)、『コミンテルンの世界像』r国家論の
ルネサンス』(膏木害店)、rジヤパメリカの時代に』r東欧革命と社会主義』｢ソ連崩壊と*+今字
義』(花伝社)、r社会主義と組織原理｣(窓社)、r社会主義の危機と民主主義の再生』(教育史料
出版社)他

私は昨年『社会と国家』（岩波書活)という本を出し、日
本の企業社会･会社主義と民主主義の関係を探ってきた。
そこでは日本社会の重要な特徴として、先進国では異常
に長い労働時間や過労死の問題をとりあげた。そのヒン
トになった一つの仮説がある。上騨交政治の立場から、男
女平等や有権者と議員とのつながりの強さをみると、年
間実労働時間力短い』駆欠諸国のような国ほど、女性や社
会的弱者の権利が保障され、政治参加が活発で 討論型
デモクラシーが定着している。日本は先進国で最も労働
時間が長く、女性議員が少なく、政権交替が4畔もない。
だから「日本は企業社会・長時間労働で自由時間・社会
的時間が少ないので、市民は公共的コミュニケーション
を基礎に民主政治に参加するヒマがない。労働時間短縮
は日本の政治改革の必要条件である」という仮説をたて
てみた。

ところカミどうしてもうまく説明できない問題力残さ
れた。学生と政治との関係である。労働運動の衰退と住
民運動・市民運動の隆盛 その市民運動の担い手が家庭
の主婦や退職した老人などいわゆる全日制市民であるこ
とは、先の仮説で説明できる。しかし、日本人のライフ
サイクルのなかで最もヒマで自由時間があるはずの学生
たちの中で、なぜ公共的討論が広がらず、政治参加力:衰
退し、政治的無関心力増大しているかがうまく説明でき
ない。労働時間短縮は民主主義の必要条件であっても、

ポリアーキー
R･ダール 著 高皇通敏･前田脩 訳／三一書房／
1981年／2427円
デモクラシーを公的異義申し立てと政治的包括性の織I）
なす「民主化」の課程ととらえ、政治参加の意味を考え
る現代政治学の名著。まずは政治を原理的に考えること。

十分条件で･はない由縁である。
社会階級・階層と政治の関係は かつては「労働者・

若者＝反体制・革新」「農民・老人＝体制・保守」の図式

で説明される時代があった。日本でも197眸代”頁までは
この図式力ざある程度通用した。ところが7吟杙綾半以降
こうした構図は成り立たなくなった。そればかりか、政
党支持・政策選択以前の、政治的知識・関心と参加志向
のレベルで 若者、特に大学生の「蜘台離れ」が顕著に
なった。テレビの普及や偏差値・学歴競争による受釧上
でもある程度は説明できるが 過労死・過労児だけでは
説明できない。

権利の無自覚は民主主義の危機

若者の選挙への関L,は 私の学生時代19㈹年代後半の
いわゆる大学紛争の時代でも、決して高くはなかった。
だがそれは、政治的無関心や政治参加の弱さからではな
く、むしろ若者の政治意識の高さ、選挙による間接的代
表選出という手続きへの自覚釣抵抗と批判、参加と直接
民羊キ義を求める意識の裏返しと詔面された。投票率の
低さは政治意識の高さの反面でもあった。その時代は、
選挙ならぬ占拠が流行った。世界でも日本でも、学生た
ちは政府や教授会の学生管理に反発し、既成の権威を否
定し大学を占拠してバリケードを築いた。国政選挙や地
方選挙への関心は弱く、選挙の一票よりもキャンパス占

三宅一郎 著／東京大学出版会／1989年／1900円
政治学の立場からの選挙についてのスタンダードな解説。
現代政治学叢書の一冊で、選挙も学問的にみると奥行き
力呵栗いことを知るだろう。みんなで学習会をしてみたら。
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抄躁街頭デモの政治的効果力重んじられた。
だカミ団塊2世たる今日の学生の政治や選挙への無関

心は 親たちの占拠の時代とはちがって、金権政治への
意識勺掴充や直接民主主義志向ではなさそうだも無関心
と諦観力叡E剰的なようだも世論調査では若者の政治的関
心ばかりか政治的知識も衰退している。大学に入っても
住民票を移していないから選挙権がない（実は実家にあ
る)、選挙管理委員会からの葉書を紛失したから行かない
(近所の投詞fで葉書がなくても投票できる)、選挙の日も
サークル活動やドライブやデートで忙しいから投票に行
かない、といった学生が見られる。祷りの無自覚であり、
軽やかな放棄である。

私たちの学生時代の選挙への無関心・軽蔑は、それ自
体がある種の政治と自覚され、選挙を超える疏台が目指
された。しかし、現実の政治体制は重く頑強で、私達の
行動をも大きく枠づけていた。大学を終えて会社や官庁
に入ると、企業ぐるみ選挙や組合ぐるみ選挙という強制

政治参加＝動員があった。石油危機で日本織斉が危うく
なると、わが社と家族が大事という生活保守主義が広が
った。そしてその2世たちが大学生となり「友人をもて
ない豊かな生活J「政治の話はダサイ」というコミュニケ
ーションの閉塞のなかで 選挙権を権利として実感しえ
ないでいる。民主主義の危機である。
なぜならば鋤世紀の民主政治は191齢理の「教養と

財産を持つ成人男性」に限られた政治参加が男女平等普
通選挙権へと広がったことを基礎としている。そこに至
るには、チャーチスト運動から労働運動・学生運動･女
性解放運動・黒人公民権運動などの権利と参加を求める

|現代日本の選挙
■ 一 一 - - - - - - - ヨ ー

小林良影 著／東京大学出版会／1991年/2400円
選挙結果を通じての日本政治分析。支持政党無し層や社
会階層毎の生活意識と投票行動の関連について詳細に述
べられている。選挙制度改革のシュミレーションも入っ
ている。

代議十の誕牛一日本式選挙運動の研究
G･カーチス著 山岡清二訳／サイマル出版会／
1971年/2039円
やや古いが、日本の選挙と永田町型政治の秘密を知る上
での古典。著者がアメリカ人であるがゆえにここまで代
議士の裏側に肉薄できたという逆説も日本的である。

社会運動があった。その瘤号された褐l1が生かされぬま
ま眠りこむと、政治は蝉攻治屋の利益分配機構となる。
占拠の時代に夢見られた「選挙を超える参加」も、劇画
化され無恵床になる。

21世紀の主人公へ

選挙は、一票の手ごたえ力：なければ つまらないもの
である。いびつな選挙制度により、その効果も歪曲され
る。選良たる代議士が利益誘導に走り、糊夏を肥してい
るのも事実である。にもかかわらず、選挙結果は私たち
に重くのしかかる。自治会もデモもストライキも占拠も、
意見広告や国際ボランティアに加わるのも、ある種の政
治である。しかしそれらは、選挙で選ばれた議員たちの
立法のような正統性は鱈号できない。だからこそ、かつ
て大学占拠に熱中した世代からも、地方選挙・国政選挙
を通じて疏台を変えようとする人々が生まれている。ア
メリカ大統領クリントンは、いわば占拠から選挙へと転
身した一つの世代の持続する政治参加の象徴である。国
会を選挙により占拠すれば､政治は変わるのだから。
団塊2世の若者も、せめて選挙に加わり自分の権利を

行使すべきではないか。冷戦崩壊で政党政治は憾屯とし
ている。生き生きしたデモクラシーのためには、自由で
公共的な時間と濃密なコミュニケーション・討論の広場
が必要だもいまや世界の大勢である18歳選挙権を要求して
もいい。投票したい政党がなければ自分たちで勝手に候
補をかつげばいい。選挙を面白くするのも政治改革であ
る。21齢師主人公は確実に君たちなのだから。

市民自立の政治戦略
山口定･宝田善･進藤栄一･住沢博紀編／朝日新聞社／
1992年／1553円
市民運動や参加を重視した政治改革の提言。選挙が政策
選択にならないのが日本型民主主義の問題なら、大前研
一やこの本を参考に、自分たちのオルタナティヴを作っ
てみよう。
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